
高松市週休２日モデル工事実施要領  

 

（趣旨）  

第１条  この要領は、建設現場における週休２日の確保に向けた課題を把握す

るとともに、労働環境の改善に対する建設業者の意識の向上を図るために実

施する高松市週休２日モデル工事の実施に関し、必要な事項を定めるものと

する。  

 （定義）  

第２条  この要領において、次の各号に掲げる用語の意義は、それぞれ当該各

号に定めるところによる。  

 (１ ) 対象期間  現場着手日から現場作業完了日までの期間をいい、年末年

始休暇６日間、夏季休暇３日間、工場製作のみを実施している期間、工事

全体を一時中止している期間、発注者があらかじめ対象外としている内容

に該当する期間及び受注者の責によらず現場作業を余儀なくされる期間は

含まない。  

 (２ ) 休工  巡回パトロールや保守点検等、現場管理上必要な作業を行う場

合を除き、現場事務所での事務作業を行う場合も含めて１日を通して現場

や現場事務所が閉所された状態をいう。  

(３ ) ４週８休  対象期間において、休工日の日数が、現場着手日から起算

する４週ごとに８日含まれる状態をいう。  

 (４ ) 週休２日  対象期間において、４週８休以上の休工を行ったと認めら

れる状態をいう。  

 (５ ) 発注者指定型  発注者が、週休２日で施工することを指定する発注方

式をいう。  

 (６ ) 受注者希望型  受注者が、工事着手前に、発注者に対して週休２日で

施工する旨を協議したうえで、取り組む発注方式をいう。  

 (７ ) 週休２日モデル工事  発注者指定型にあっては次条に規定する工事を、

受注者希望型にあっては、同条の工事のうち、第５条第２項第３号に規定

する確認手続により適当と認められたものをいう。  

（モデル工事の対象）  



第３条  週休２日モデル工事の対象（以下「対象モデル工事」という。）は、

高松市が発注する建設工事のうち、発注者が選定するものとする。  

（建設工事入札公告等における記載）  

第４条  発注者は、発注する案件を対象モデル工事とする場合は、建設工事の

入札公告等において、その旨を明示するとともに、仕様書にもその旨を記載

するものとする。  

 （確認手続）  

第５条  対象モデル工事のうち、発注者指定型の工事の受注者は、現場着手日

までに、週休２日を考慮した工程を検討し、休工日の計画を記載した施工計

画書及び週休２日確認書（様式第１号）を作成して監督員に提出し、その工

程について、協議しなければならない。  

２  対象モデル工事のうち、受注者希望型の工事の受注者は、現場着手日まで

に、次に掲げる確認手続を終えなければならない。  

(１ ) 受注者は、契約日までに週休２日の実施の意向について、工事打合簿

を利用することにより監督員と協議を行うこと。  

(２ ) 週休２日を実施しようとする受注者は、週休２日を考慮した工程を検

討し、休工日の計画を記載した施工計画書及び週休２日確認書を作成して、

監督員に提出すること。  

(３ ) 監督員は、前号の施工計画書及び週休２日確認書の提出を受けたとき

は、週休２日の実施の適否について、受注者に工事打合簿により通知する

こと。  

 （休工日の確保）  

第６条  週休２日モデル工事の受注者（以下「モデル工事受注者」という。）

は、対象期間において、４週のうち８日以上を休工日としなければならない。  

２  発注者は、緊急時等やむを得ない場合を除き、モデル工事受注者が週休２

日による工事を円滑に実施できるよう配慮するものとする。  

 （休工日の振替）  

第７条  モデル工事受注者は、次項に規定する手続を行うことにより休工日の

振替を行うことができる。  

２  モデル工事受注者は、休工予定日に現場作業を行おうとする場合は、その



理由、振替対応の有無及び振替日を記載した工事打合簿により、事前に監督

員に報告しなければならない。  

 （工事中標示板による標示）  

第８条  モデル工事受注者は、当該工事が週休２日モデル工事である旨を記載

した工事中標示板を現場に掲示しなければならない。  

（現場作業完了前の実施状況の報告）  

第９条  モデル工事受注者は、土木積算基準による工事にあっては土木工事共

通仕様書１－１－２２に規定する出来形数量の提出時又は監督員の指定する

時に、建築積算基準（土木積算基準以外の積算基準をいう。）による工事に

あっては監督員の指定する時に、現場着手日までに作成し監督員との協議を

経た週休２日確認書に、休工日の確保の状況を記載して監督員に提出すると

ともに、休工の実績が記載された工事日報や安全教育、訓練等に係る資料を

提示しなければならない。  

２  監督員は、前項の規定による提示を受けた資料を確認し、モデル工事受注

者に返却するものとする。  

 （休工の実績）  

第１０条  確保された休工日の日数は、対象期間について、現場着手日から起

算する４週ごとに算出し、４週ごとの最少の確保日数を当該工事における休

工の実績とする。この場合において、最終期の末日から工事の現場作業完了

日までの期間が４週に満たないときの休工の実績の算出は、別表に定めると

ころによる。  

２  前項の休工の実績は、４週８休以上を達成した場合に限り認める。  

３  第７条の規定による休工日の振替を行った場合の休工日は、次の各号に掲

げる振替の理由に係る場合の区分に応じ、当該各号に定める取り扱いを行う

ものとする。  

 (１ ) モデル工事受注者の責によるものである場合  振替後の日を休工日と

する。  

 (２ ) 前号に掲げる場合を除く場合  振替前の日を休工日とする。  

（経費の補正）  

第１１条  発注者は、週休２日モデル工事について、週休２日の達成状況に応



じ、別に定めるところにより経費の補正を行うものとする。  

 （しゅん工図書提出時の実施状況の報告）  

第１２条  モデル工事受注者は、工事のしゅん工に係る書類提出時に、週休２

日モデル工事の実施状況を表すものとして、次に掲げる書類を監督員に提出

しなければならない。  

(１ ) 休工の実績が記載された工事日報  

(２ ) 工事中標示板の写真  

（工事成績評定）  

第１３条  発注者は、週休２日モデル工事が工事成績評定の対象である場合は、

休工の実績が４週８休以上である場合に、週休２日の達成状況に応じ、工事

成績評定における創意工夫の項目で加点する。  

（アンケート調査の実施）  

第１４条  モデル工事受注者は、しゅん工検査の日までに、別に定めるアン  

ケートの回答を発注者に提出しなければならない。  

（委任）  

第１５条  この要領に定めるもののほか、必要な事項は、市長が定める。  

 

附  則  

この要領は、令和４年４月１日から施行する。  

附  則  

１  この要領は、令和５年４月１日から施行する。  

２  改正後の高松市週休２日モデル工事実施要領の規定は、この要領の施行の

日以後に契約の申込みの誘引を行う案件について適用し、同日前に契約の申

込みの誘引を行った案件については、なお従前の例による。  

附  則  

１  この要領は、令和６年４月１日から施行する。  

２  改正後の高松市週休２日モデル工事実施要領の規定は、この要領の施行の

日以後に契約の申込みの誘引を行う案件について適用し、同日前に契約の申

込みの誘引を行った案件については、なお従前の例による。  

 



別表（第１０条関係）  

1 0

2 0
3 0
4 0
5 0
6 0
7 1
8 2
9 2
10 2
11 2
12 2
13 3
14 3
15 4
16 4
17 4
18 4
19 4
20 5
21 5
22 6
23 6
24 6
25 6
26 6
27 7

実績 ４週８休

最終期の末日から現場作業
完了日までの日数

休工日の日数



様式第１号（第５条関係）  

  

契約監理

課　　　長

契約監理

課長補佐

　　　課長 課長補佐 高 松 市　　　　　　　　　　　　　　　町　　　　　　　　　　　　　　　　地内
(法人にあっては、所在地）

令和　　　　 年　　　　 月　　　　 日から　　　令和　　　　 年　　　　 月　　　　 日まで

月

日

月

日

月

日

商号又は名称

【第　期】４週　休 【最終期】４週　休 　日／　日＝４週　休相当

【第　期】４週　休 【第　期】４週　休 【第　期】４週　休

【第　期】４週　休 【第　期】４週　休 【第　期】4週　休

現場代理人

技　術　者

住　　　　　所

代 表 者 氏 名

（主任・監理・特例監理）

（電話番号）（　　　　　　）　　　　　　　　　番

備　　考

月
番号

休工日の計画

番号

休工日の計画

番号

休工日の計画

週　休　2　日　確　認　書 令和　　　年　　　月　　　日　提出

工事契約

係　　長
検 査 員

受　注　者

工　　 事　　 名

　　　係長 監 督 員 工　 事 　場　 所

工　　　　　　　期

項目

月 月

火 水 木 金曜日 月 火 水 木 金 土 日 月 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金

カウントする休工日

実績

注２：工期延期を行うことが入札公告等において明記されている工事は、工期延長後の工期で作成すること。

項目

月

土 日

月

備　　考

曜日 土 日 月 火 水 木 金 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水

カウントする休工日

実績

項目

月 月

金 土 日 月 火

備　　考

曜日 木 金 土 日 月 火 水 木 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月

注１：受注者都合による振替は、振替後の日を休工日にカウントする。それ以外の振替は、振替前の日を休工日にカウントする。

カウントする休工日

実績


